

























本研究は、3 ステップを経ている。ステップ 1 では「真に共にある」概念の意味を明らか





























 ステップ 3 では、看護師による 5 例の実践例を分析した。その結果、ステップ 2 と同様、
「真に共にある」看護実践は、対象の性別や年齢、疾患や背景、実践者の経験年数の違い
に関わらず、全ての事例において有用であり、同時に、実践者である看護師の意欲や満足
感を高めることが示された。さらに、ステップ 3 では、「真に共にある」概念の具体的な看
護実践方法に加え、実践者の先行要件として、①患者や家族の存在を尊重できること、②
患者や家族の選択を支援できること、③実践的かつ専門的な看護の知識と技術を持ってい
ること、④「真に共にある」ことを生きることの具体的内容が示された。特に、実践的か
つ専門的な看護の知識と技術としては、[対話的な話し合いをする能力][沈黙を守れる能
力][意思や感情・ニードを察知する能力][危機を察知して対応する能力][診断や治療に関す
る知識][看護に関する知識と技術][情報を得て統合するアセスメント能力][心を安定に導く
コミュニケーション能力][患者や家族を理解し尊重する能力]が示唆された。 
 
V. 考察 
パースィ理論における「真に共にある」概念の明確化と 15 例の「真に共にある」看護実
践の分析により、パースィ理論における「真に共にある」概念の示す看護とは、ケア対象
者によって選択された生活の質（QOL）の向上を導くことを目標に、看護学の専門的知識
を有する看護師がケア対象者と共にあり続けることであると示唆された。また、パースィ
理論に基づく看護実践は、ケア対象者の生活の質（QOL）を高める有用な実践方法である
と同時に、実践者に良好な影響をもたらす可能性があり、実践的意義が高く、様々な看護
実践や看護教育の場において応用可能性があることが示唆された。 
 
